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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第５期
第１四半期
連結累計期間

第６期
第１四半期
連結累計期間

第５期

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 (百万円) 13,066 12,683 49,840

経常利益 (百万円) 879 995 3,372

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
(百万円) 559 703 2,163

四半期包括利益または包括利益 (百万円) 553 614 1,232

純資産額 (百万円) 48,696 48,685 49,373

総資産額 (百万円) 57,280 57,421 57,673

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
(円) 25.32 31.87 97.97

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
(円) － － －

自己資本比率 (％) 85.0 84.8 85.6

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ていません。

２．売上高には、消費税等は含まれていません。

３．平成28年３月１日付で株式１株につき３株の割合で株式分割を行っています。前連結会計年度の期首に当

該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しています。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してい

ません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済につきましては、円高が進行するなか、雇用・所得環境は改

善の傾向が見られたものの、個人消費は依然として力強さを欠く状況が続いています。

海外原糖市況につきましては、ニューヨーク市場粗糖先物相場（当限）において１ポンド当たり15.40セント

で始まり、ブラジル中南部でのサトウキビ収穫が例年より早く順調に進んだことを受け、４月中旬には今期安値

となる14.00セントまで下落しました。しかし、その後は深刻な干ばつに見舞われたタイ・インドの減産観測お

よび降雨によるブラジル中南部の圧搾遅れ・同国港湾船混みなどを背景に世界的供給不足感が強まり、６月後半

には今期高値となる20.94セントまで上昇し、20.15セントで当第１四半期を終了しました。一方、国内精糖市況

（日本経済新聞掲載、東京）につきましては、前期末から変わらず上白糖１kg当たり187～188円で当第１四半期

を終了しました。

このような状況のもと、主力の砂糖につきましては、１月の出荷価格値上げを受け、採算重視の販売に努めた

ことにより出荷量は前年同期を下回りましたが、利益率は向上しました。また、当社独自製品であるきび砂糖は

引き続き消費者の嗜好に合致する商品として好調な出荷を維持しました。その他の甘味料につきましては、新商

材の拡販に努めたものの果糖等の取扱いの減少により、売上高は微減となりました。その結果、砂糖その他食品

事業合計の売上高は11,787百万円（前年同期比3.3％減）、セグメント利益は764百万円（同5.9％増）となりま

した。

その他の事業につきましては、ドゥ・スポーツプラザを運営する健康産業事業におきまして、女性専用のホッ

トヨガ＆コラーゲンスタジオ「ＢＬＥＤＡ」２号店をドゥ・スポーツプラザ上里店に隣接して出店し、集客は好

調に推移しました。また、冷蔵倉庫事業におきましては、氷の取扱いが増加した一方で、港湾運送事業におきま

しては、輸入合板の取扱いが減少し、減収となりました。その結果、合計の売上高は895百万円（前年同期比

2.6％増）、セグメント利益は126百万円（同5.5％減）となりました。

 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は12,683百万円（前年同期比2.9％減）、営業利益は890百万

円（同4.1％増）、経常利益は995百万円（同13.2％増）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は703百万

円（同25.9％増）となりました。
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（２）資産、負債および純資産の状況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は26,116百万円となり、前連結会計年度末に比べ536百万円減

少しました。これは主に現金及び預金が759百万円、受取手形及び売掛金が685百万円、商品及び製品が636百万

円それぞれ増加した一方で、有価証券（譲渡性預金等）が2,289百万円、原材料及び貯蔵品が336百万円それぞれ

減少したことによるものです。固定資産は31,304百万円となり、前連結会計年度末に比べ284百万円増加しまし

た。これは主に有形固定資産が327百万円増加した一方で、投資有価証券が51百万円減少したことによるもので

す。

この結果、総資産は57,421百万円となり、前連結会計年度末に比べ252百万円減少しました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は6,250百万円となり、前連結会計年度末に比べ534百万円増加

しました。これは主に支払手形及び買掛金が542百万円、その他流動負債が444百万円それぞれ増加した一方で、

未払法人税等が298百万円、引当金が154百万円それぞれ減少したことによるものです。固定負債は2,485百万円

となり、前連結会計年度末に比べ98百万円減少しました。

この結果、総負債は8,736百万円となり、前連結会計年度末に比べ436百万円増加しました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は48,685百万円となり、前連結会計年度末に比べ688百万円

減少しました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益703百万円および剰余金の配当1,302百万円による

ものです。

この結果、自己資本比率は84.8％（前連結会計年度末比0.8ポイント減）となりました。

 

（３）事業上および財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、15百万円です。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 　発行可能株式総数（株）

普通株式 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 90,000,000

計 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 90,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在

発行数（株）
（平成28年６月30日）

 提出日現在発行数（株）
（平成28年８月10日）

 上場金融商品取引所名
 又は登録認可金融商品
 取引業協会名

内容

普通株式 　　　　　　　22,673,883 　　　　　 22,673,883
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 　　　　　　　22,673,883 　　　　　 22,673,883 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

　平成28年４月１日～

　平成28年６月30日
　　　　　― 22,673,883 　　　　　 ― 7,000 　　　　　― 1,750

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載を

しています。

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 　株式数（株） 　議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    592,800 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 22,011,700 220,117 ―

単元未満株式 普通株式     69,383 ― ―

発行済株式総数           22,673,883 ― ―

総株主の議決権 ― 220,117 ―

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式97株が含まれています。

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日新製糖株式会社
東京都中央区

日本橋小網町14－１
592,800 ― 592,800 2.61

計 ― 592,800 ― 592,800 2.61

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しています。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平

成28年６月30日まで）および第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,980 6,739

受取手形及び売掛金 3,785 4,471

有価証券 10,539 8,249

商品及び製品 3,768 4,405

仕掛品 409 466

原材料及び貯蔵品 1,700 1,364

その他 470 420

貸倒引当金 △0 △1

流動資産合計 26,653 26,116

固定資産   

有形固定資産   

土地 8,133 8,133

その他（純額） 5,049 5,376

有形固定資産合計 13,182 13,510

無形固定資産 170 169

投資その他の資産   

投資有価証券 15,986 15,935

退職給付に係る資産 158 175

その他 1,602 1,593

貸倒引当金 △80 △80

投資その他の資産合計 17,666 17,624

固定資産合計 31,020 31,304

資産合計 57,673 57,421
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,125 2,668

短期借入金 1,100 1,100

未払法人税等 599 301

引当金 308 153

その他 1,581 2,026

流動負債合計 5,715 6,250

固定負債   

引当金 235 242

退職給付に係る負債 145 135

その他 2,204 2,107

固定負債合計 2,584 2,485

負債合計 8,299 8,736

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,000 7,000

資本剰余金 12,020 12,020

利益剰余金 27,958 27,359

自己株式 △296 △296

株主資本合計 46,683 46,084

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 532 453

繰延ヘッジ損益 △2 △16

土地再評価差額金 2,191 2,191

退職給付に係る調整累計額 △31 △27

その他の包括利益累計額合計 2,690 2,600

純資産合計 49,373 48,685

負債純資産合計 57,673 57,421
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 13,066 12,683

売上原価 10,476 10,045

売上総利益 2,589 2,638

販売費及び一般管理費 1,734 1,747

営業利益 854 890

営業外収益   

受取利息 3 2

受取配当金 59 32

持分法による投資利益 － 75

その他 2 4

営業外収益合計 65 115

営業外費用   

支払利息 4 3

持分法による投資損失 33 －

支払手数料 2 2

その他 1 4

営業外費用合計 41 10

経常利益 879 995

特別損失   

固定資産除却損 3 4

特別損失合計 3 4

税金等調整前四半期純利益 875 990

法人税等 316 287

四半期純利益 559 703

親会社株主に帰属する四半期純利益 559 703
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純利益 559 703

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 14 △88

繰延ヘッジ損益 △5 △14

退職給付に係る調整額 △12 3

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 9

その他の包括利益合計 △5 △89

四半期包括利益 553 614

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 553 614

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

当社および連結子会社（従来より定額法を採用している２社を除く）は、法人税法の改正に伴い、「平成28

年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第32号　平成28年６月17

日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る

減価償却方法を定率法から定額法に変更しています。

なお、この変更による当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益に

与える影響は軽微です。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当

第１四半期連結会計期間から適用しています。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入等に対し債務保証を行っています。

前連結会計年度
（平成28年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成28年６月30日）

新東日本製糖㈱（借入債務）（注）　　　 183百万円 新東日本製糖㈱（借入債務）（注）　　　 183百万円

日新サービス㈱等（仕入債務）　　　　　 38 日新サービス㈱等（仕入債務）　　　　　 37

　　　計　　　　　　　　　　　　　　　 221 　　　計　　　　　　　　　　　　　　　 221

（注）当社保証額です（前連結会計年度　総額367百万円、当第１四半期連結会計期間　総額367百万円）。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりで

す。

 

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

 

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

 
減価償却費  　　 　      　　　　  246百万円  　　 　      　　　　  209百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

(決　議) 株式の種類
配当金
の総額
(百万円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日

定時株主総会
普通株式 441 60 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金

（注）平成28年３月１日付で株式１株につき３株の割合で株式分割を行っており、当該株式分割前の金額です。

仮に上記を当該株式分割後に換算すると、1株当たり配当額は20円になります。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当金支払額

(決　議) 株式の種類
配当金
の総額
(百万円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 1,302 59 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
 

砂糖その他

食品事業

売上高      

外部顧客への売上高 12,193 872 13,066 － 13,066

セグメント間の内部

売上高又は振替高
2 3 5 △5 －

計 12,195 876 13,072 △5 13,066

セグメント利益 721 133 854 － 854

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない以下の事業セグメントです。

健康産業事業、冷蔵倉庫事業、港湾運送事業、不動産賃貸事業

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しています。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
 

砂糖その他

食品事業

売上高      

外部顧客への売上高 11,787 895 12,683 － 12,683

セグメント間の内部

売上高又は振替高
2 3 5 △5 －

計 11,789 899 12,689 △5 12,683

セグメント利益 764 126 890 － 890

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない以下の事業セグメントです。

健康産業事業、冷蔵倉庫事業、港湾運送事業、不動産賃貸事業

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しています。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
前第１四半期連結累計期間
　（自　平成27年４月１日
　　至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
　（自　平成28年４月１日
　　至　平成28年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 25円32銭 31円87銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百

万円）
559 703

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（百万円）
559 703

普通株式の期中平均株式数（百株） 220,823 220,808

（注）１．平成28年３月１日付で株式１株につき３株の割合で株式分割を行っています。前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しています。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していま

せん。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年8月10日

日新製糖株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 武内　清信　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　　一樹　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日新製糖株式会

社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日新製糖株式会社及び連結子会社の平成28年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しています。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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